
 学校だより 第７号 

令和３年 12 月 24 日 

稲敷市立桜川小学校 

【校訓】 かしこく やさしく たくましく 学校長 伊藤 純一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  年末を迎え、寒さが厳しくなってきました。 

 ９月末にスタートした２学期ですが、本日、終業式を迎えることができました。今学期も、

子供たちの生き生きとした表情をたくさん見ることができました。新型コロナウイルスが広ま

る中、９月にはオンライン学習を実施しました。子供たちの対応力には目を見張るものがあり、

オンライン学習の長所と今後の可能性を感じることができました。規模を縮小しての実施とな

りましたが、運動会や持久走記録会、遠足等の行事も無事に行うことができました。また、今

学期は、授業参観後の学年・学級懇談会を実施しました。懇談会では、子供たちのご家庭での

様子や桜川小学校がスタートしてからの変化などが話題となり、とても有意義な交流の時間と

なりました。子供たちが元気に学校生活を送ることができたのも、ご家庭のご協力があったか

らこそと感謝しております。ありがとうございました。 

 令和３年は、桜川小学校が開校し、子供たちはもちろん保護者の方にとっても、大きな変化

のあった１年間だったと思います。来たる令和４年、コロナウイルス感染症が早く収束して、

子供たちにとって希望に満ちた素晴らしい１年になることを願っています。 

 明日から、１７日間の冬休みとなります。昨年度と比べると少し長いお休みとなります。感

染症対策を継続しながら、健康に十分留意し、良い新年をお迎えください。 

 新しい年に向けて 

 持久走記録会 ～たくさんの応援をありがとうございました～ 
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 ジュニア防災検定   

 １２月８日（水）に５年生がジュニア防災検 

定の筆記試験を実施しました。筆記試験の他に 

ご家庭の協力をいただき、「家族防災会議レポ 

ート」を作成しました。家族とともに防災につ 

いて話合い、考えを深めることができました。 

 租税教室           

 １２月１０日（金）に市税務課の方を講師に 

お迎えし、６年生を対象とした租税教室を行い 

ました。税金の種類や、税金がどのように社会 

に役立っているかについて学びました。学習用 

の紙幣に触れる機会もあり、社会の仕組みへの 

関心が高まりました。 

 オオヒシクイの観察   

 １２月７日（火）に３年生が稲波干拓地でオ 

オヒシクイの観察を行いました。稲敷雁の郷友 

の会の方にご指導いただき、児童は目を輝かせ 

ながら、オオシシクイや地域の自然について学 

習しました。稲敷市の自然や学校周辺の生き物 

についての関心も高まりました。 

「ジュニア防災検定」が
目指す"防災力" 
➊ 日ごろから災害に備 
えた準備ができる。 
➋ 災害時に生命を守る
ための行動ができる。 
➌ 未来を創るひとりと
して防災・減災のために
何ができるのかを考える
ことができる。 

 小中連携あいさつ運動           

 １1月 29日（月）～１２月３日（金）まで 

桜川中学校の生徒達が、登校時間帯に桜川小学 

校を訪問し、昇降口前であいさつ運動を行って 

くれました。登校した生活委員の児童も加わり 

さわやかなあいさつについて呼びかけることが 

できました。 

寄贈品紹介大切に使わせていただきます 

 有限会社みずほ設計様から、学力体力の向上を 

支援する目的で、芝用ラインカーと水性塗料（各 

１個）を寄贈していただきました。 

 仲内輪業様から、交通安全指導や地域巡回等の 

活動のために、自転車２台を寄贈していただきま 

した。 

 ご厚意に感謝申し上げます。大切に使わせてい 

いただきます。ありがとうございました。    【ラインカー・水性塗料】   【自転車】 
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